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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第72期
第１四半期
連結累計期間

第73期
第１四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 5,322,577 3,736,080 21,280,358

経常利益又は経常損失（△） (千円) △69,895 △293,728 187,502

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △163,990 △377,922 △593,066

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △363,500 △283,942 △962,670

純資産額 (千円) 5,598,090 4,714,328 4,998,350

総資産額 (千円) 23,340,928 21,468,565 22,125,385

１株当たり四半期(当期)純損失(△) (円) △40.06 △92.35 △144.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 23.8 21.8 22.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．前第１四半期連結累計期間、当第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるた

め、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における経済環境は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い世界各国で入国制限

や外出制限など経済活動に限らず行動の自粛が求められ、個人消費が著しく悪化するなど極めて厳しい状況で推移

しております。

このような状況のもと、当第１四半期連結期間の売上高は前年同四半期比29.8％減の37億36百万円となり、営業

損失は３億29百万円（前年同四半期は27百万円の利益）、経常損失は２億93百万円（前年同四半期は69百万円の損

失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は３億77百万円（前年同四半期は１億63百万円の損失）となりました。

 
 セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

(日本)

特に自動車、ＯＡ機器向け需要減少の影響が大きく、売上高は前年同四半期比23.6％減の15億81百万円、セグメ

ント損失は１億31百万円（前年同四半期は25百万円の損失）となりました。

　　

(米州)

特に自動車向けの需要が減少したことに加え、メキシコ工場がメキシコ政府の指示により約２ヵ月ほど閉鎖した

ことなどから、売上高は前年同四半期比50.2％減の３億38百万円、セグメント損失は１億51百万円（前年同四半期

は88百万円の損失）となりました。

 

(欧州)

規格品の需要が減少したことなどから売上高は前年同四半期比10.4％減の４億75百万円となりました。セグメン

ト利益は医療向けなどの収益性の良い製品が比較的堅調だったことから同396.0％増の57百万円となりました。

 
(アジア)

特に自動車、ＯＡ機器向け需要減少の影響が大きく、売上高は前年同四半期比34.4％減の13億41百万円、セグメ

ント損失は１億17百万円（前年同四半期は１億42百万円の利益）となりました。
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当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億56百万円減少し、214億68百万円

となりました。

　資産の部においては、流動資産合計額が５億80百万円減少し、99億86百万円となりました。主な理由は、現金

及び預金が３億13百万円、たな卸資産が２億18百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が10億18百万円減少

したことによるものであります。また、固定資産合計額は76百万円減少し、114億82百万円となりました。主に、

減価償却費による減少であります。

負債の部においては、負債合計額は167億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億72百万円減少しまし

た。主な理由は、支払手形及び買掛金が３億59百万円、借入金が１億10百万円減少したことによるものでありま

す。

純資産の部においては、純資産合計額が47億14百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億84百万円減少し

ました。主な理由は、為替換算調整勘定が84百万円増加しましたが、株主資本が３億78百万円減少したことによ

るものであります。

この結果、自己資本比率は21.8％（前連結会計年度末は22.4％）となりました。

　

(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は30,280千円であります。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,500,000

計 12,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年９月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,153,370 4,153,370
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式。単元株式数
は、100株であります。

計 4,153,370 4,153,370 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年４月１日～
2020年６月30日

― 4,153,370 ― 1,000,000 ― 250,000
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 60,900
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式数
は、100株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

40,193 同上
4,019,300

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
73,170

発行済株式総数 4,153,370 ― ―

総株主の議決権 ― 40,193 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含ま

れております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社の自己株式21株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱アドバネクス

東京都北区田端六丁目１
番１号

60,900 ― 60,900 1.47

計 ― 60,900 ― 60,900 1.47
 

(注) 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権１個）あります。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,777,032 3,090,165

  受取手形及び売掛金 4,170,246 3,151,902

  商品及び製品 1,371,370 1,480,338

  仕掛品 676,406 740,582

  原材料及び貯蔵品 880,321 925,642

  その他 704,258 606,192

  貸倒引当金 △13,399 △8,841

  流動資産合計 10,566,235 9,985,983

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,147,878 4,086,301

   機械装置及び運搬具（純額） 3,694,749 3,625,501

   土地 1,270,191 1,291,224

   その他（純額） 1,753,844 1,788,883

   有形固定資産合計 10,866,663 10,791,911

  無形固定資産 88,312 80,544

  投資その他の資産 ※１  604,173 ※１  610,127

  固定資産合計 11,559,150 11,482,582

 資産合計 22,125,385 21,468,565

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,901,538 2,541,568

  短期借入金 2,429,580 2,423,632

  1年内返済予定の長期借入金 2,979,445 2,836,809

  未払法人税等 101,056 85,059

  賞与引当金 193,547 245,267

  製品保証引当金 67,993 67,580

  その他 1,193,791 1,175,139

  流動負債合計 9,866,951 9,375,056

 固定負債   

  長期借入金 4,900,191 4,938,687

  繰延税金負債 237,350 237,275

  退職給付に係る負債 1,295,934 1,295,409

  資産除去債務 51,348 51,887

  その他 775,257 855,921

  固定負債合計 7,260,083 7,379,181

 負債合計 17,127,035 16,754,237
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 250,000 250,000

  利益剰余金 4,610,760 4,232,837

  自己株式 △105,954 △106,034

  株主資本合計 5,754,805 5,376,803

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △797 △505

  為替換算調整勘定 △705,409 △621,320

  退職給付に係る調整累計額 △83,608 △74,008

  その他の包括利益累計額合計 △789,815 △695,834

 新株予約権 33,360 33,360

 純資産合計 4,998,350 4,714,328

負債純資産合計 22,125,385 21,468,565
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 5,322,577 3,736,080

売上原価 4,109,612 3,053,695

売上総利益 1,212,964 682,384

販売費及び一般管理費 1,185,319 1,011,787

営業利益又は営業損失（△） 27,645 △329,402

営業外収益   

 受取利息 11,530 1,975

 受取配当金 1,846 1

 受取賃貸料 13,077 15,772

 為替差益 － 34,271

 補助金収入 － 29,110

 その他 4 22,623

 営業外収益合計 26,459 103,755

営業外費用   

 支払利息 27,521 50,747

 為替差損 87,680 －

 その他 8,797 17,333

 営業外費用合計 124,000 68,081

経常損失（△） △69,895 △293,728

特別利益   

 固定資産売却益 1,365 5

 特別利益合計 1,365 5

特別損失   

 固定資産売却損 359 －

 固定資産処分損 466 439

 訴訟関連損失 21,091 10,199

 特別退職金 ※1  49,308 －

 新型コロナウイルス感染症関連損失 － ※２  38,054

 特別損失合計 71,225 48,694

税金等調整前四半期純損失（△） △139,754 △342,417

法人税、住民税及び事業税 26,459 36,033

法人税等調整額 △2,224 △528

法人税等合計 24,235 35,504

四半期純損失（△） △163,990 △377,922

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △163,990 △377,922
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純損失（△） △163,990 △377,922

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2,992 292

 為替換算調整勘定 △186,532 84,088

 退職給付に係る調整額 △9,985 9,599

 その他の包括利益合計 △199,510 93,980

四半期包括利益 △363,500 △283,942

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △363,500 △283,942
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(追加情報）

(新型コロナウイルス感染拡大の会計上の見積りに与える影響）

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、主要取引先の一時的な稼働停止で生産及び売上が減少しておりま

す。

上記影響があるものの、当連結会計年度の第２四半期から回復が進んでいくものと仮定し、固定資産の減損損失

等の会計上の見積りを行っております。

　なお、この仮定は不確実性が高く、その影響が長期化した場合には、将来において損失が発生する可能性があり

ます。

 
　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

投資その他の資産 3,878千円 3,878千円
 

 
 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　特別退職金

前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至 2019年６月30日)

　連結子会社Advanex Europe Ltd.の工場統合に伴う退職金であります。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年６月30日)

　該当事項はありません。

 
※２　新型コロナウイルス感染症関連損失に関する注記

当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　新型コロナウイルス感染症防止を背景とした現地政府当局の要請により一部の海外子会社の操業を停止いたし

ました。操業停止期間中に発生した固定費等を特別損失として38,054千円計上いたしました。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年６月30日)

減価償却費　　　　　 　　 271,952千円 300,573千円
 

 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 122,818 30 2019年３月31日 2019年６月26日
繰越利益
剰余金

 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

 
当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年９月24日
定時株主総会

普通株式 40,925 10 2020年６月30日 2020年９月25日
繰越利益
剰余金

 

（注）2020年３月期の定時株主総会の開催を2020年９月24日に延期したことに伴い、配当基準日を2020年６月30日に

変更しております。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　アドバネクス(E01393)

四半期報告書

13/19



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 2,070,069 678,169 530,520 2,043,817 5,322,577

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

361,219 － 15,232 90,676 467,128

計 2,431,288 678,169 545,753 2,134,494 5,789,705

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△25,037 △88,993 11,549 142,318 39,837
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 39,837

セグメント間取引消去 △12,191

四半期連結損益計算書の営業利益 27,645
 

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 日本 米州 欧州 アジア 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,581,045 338,057 475,602 1,341,374 3,736,080

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

101,571 515 25,630 68,116 195,833

計 1,682,617 338,572 501,233 1,409,490 3,931,913

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△131,804 △151,379 57,290 △117,338 △343,231
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △343,231

セグメント間取引消去 13,828

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △329,402
 

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △40円06銭 △92円35銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)（千円) △163,990 △377,922

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)(千円)

△163,990 △377,922

普通株式の期中平均株式数(株) 4,093,860 4,092,467

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年9月28日

株式会社アドバネクス

取締役会  御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 桐　 川　　   　聡 印

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　村　　知　　弘 印

 

　

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドバ

ネクスの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の2020年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

• 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

• 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

• 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

• 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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